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研究成果の概要（和文）：本研究の結果から，雑音下聴取に影響を及ぼす外的要因が明らかとなり，特に「子ど
もたちが自由に遊んでいる音」等のクラスルームノイズを使用した条件での聴取成績が低下していたことから，
日常生活に近づけた条件下で雑音下聴取成績を検討することの重要性が確認された。さらに雑音下聴取成績は幼
児期において発達することが明らかとなり，その背景要因のひとつとして注意機能の影響が考えられた。実際
に，雑音下聴取困難を抱える事例においては，注意機能計測課題の成績も低下していたことから，これらの認知
的要因から雑音下聴取困難を捉えることの重要性が示された。

研究成果の概要（英文）：The results of this study revealed external factors that influence listening
 in noise. In particular, we confirmed the importance of examining listening performance in noise 
under conditions close to everyday life because the listening performance was reduced under 
conditions with classroom noise, such as the 'sound of children playing freely'. Furthermore, we 
found that listening performance in noise develops in early childhood. Auditory attention was one of
 the factors affecting listening performance. The results of the auditory attention task were also 
lower in the cases with listening difficulties in noise, indicating the importance of considering 
listening problems from these cognitive factors.

研究分野： 聴覚生理，聴覚心理，特別支援教育，教育オーディオロジー
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで，「聴覚的な困難さ」を検討する際には難聴児がその対象となることが一般的であった。さらに，発達
障害のある児童について検討する際には，その行動特性に焦点が当てられることが多く，聴覚的な困難さについ
てはあまり触れられてこなかった。本研究を実施したことで，注意機能に困難さのある児童は雑音下聴取にも困
難を抱えている可能性が考えられ，聴覚的な視点からも，良好なSN比を設定する等の支援を提供する必要が考え
られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 今日の教育現場においては，「主体的・対話的で深い学び」の重要性が指摘され，グループ活
動の機会が増えるなど，アクティブラーニングを中心に学習形態が多様化してきている。これら
の活発な学習活動がより深い学びを提供する一方で，他のグループの会話音や隣の教室からの
活動音等が「雑音」となって，学習場面におけるコミュニケーション活動に影響を及ぼす可能性
も考えられる。実際に小学校などでのグループ活動場面を観察すると，はじめは意欲的に参加し
ていたものの，徐々に会話についていけなくなり，輪から外れ遊び始める児童生徒も少なくない。
こういった行動の背景に雑音下でのコミュニケーション活動に困難が隠されている可能性はな
いだろうか。 

 近年，聴力検査の結果は正常であるが「雑音のある環境だと何を話しているか急にわからなく
なる」といった聞き取り困難を示す児童生徒の存在が明らかになり，2018 年 6 月に改定された
ICD-11 においても Auditory Processing Disorders（聴覚情報処理障害：APD）という項目が追
加される等，世界的にも注目を集めている。国内の実態を調査した小川ら（2007）によると，そ
れらの困難を示す児童は約 3.5%程度存在するとされている。また，発達障害に類似した特性を
有する児童生徒がそのような困難を抱える可能性があるとの報告もある（小渕，2015）。コミュ
ニケーションの困難さが影響し，不登校につながった事例も報告されるようになり，特別な支援
を要する児童生徒を中心に，雑音などの音環境が影響し，コミュニケーション活動に何らかの困
難を示す児童生徒が潜在的に存在しており，それらの困難さへの対応が求められている現状に
あるといえる。 

 

２．研究の目的 

 本研究では，教育場面や保育場面にて生じている雑音が子どものコミュニケーション活動に
及ぼす影響について，実験的な手法を用いて定量的に検討する。具体的には，①どのような雑音
がコミュニケーション活動に影響を及ぼすのかを明らかにし，②どのような子どもが雑音から
の影響を受けやすいのかを明らかにする。そして，これらの研究を通して得られた結果から，児
童生徒が円滑なコミュニケーション活動を行うための音環境のあり方を提言することを目的と
した。 

 

３．研究の方法 

 本研究は以下に紹介する 4 つの研究手法を用いることで，円滑なコミュニケーション活動を
行うための音環境のあり方について検討した。 
(1)研究１ 雑音の種類が音声理解に及ぼす影響 
 子どもが学ぶ教育現場や保育現場において生じる雑音は非常に多様である点を考慮すると，
雑音の種類（例：有意味音／無意味音）や音響特性（例：時間的変動が大きい／少ない）等を日
常場面に近づけた上での検討が重要になると考えられた。そこで本研究においては，幼児を対象
に様々な雑音下で音声聴取課題を実施し，どういった雑音が聴取成績に影響を及ぼすのかを検
討した。 
(2)研究２ 雑音の音圧が音声理解に及ぼす影響 
 雑音下における聞き取り困難を考慮した際には，「雑音の音圧」と「聴取対象となる音声の音
圧」との関係を考慮する必要がある。実際の保育場面や学習場面（特にグループ活動の場面）に
おける雑音の音圧を想定した際の聴取成績や，音声の聴取成績が低下し始める雑音の音圧を検
討することで，日常の学習場面や保育場面での音環境を見直す際の指標が得られると考えられ
る。そこで本研究においては，幼児を対象に音圧を操作した雑音下で音声聴取課題を実施し，雑
音の音圧と聴取成績との関係を検討した。 
(3)研究３ 雑音下での音声理解と発達との関係 
 雑音下聴取能力は発達によって異なるために，発達段階によってそれぞれ必要とされる音環
境や支援のあり方が異なることが予想される。そこで，本研究では幼児を対象に雑音下での音声
聴取実験を行い，聴取成績の変化等を横断的に検討することを目的とした。また，雑音下での音
声聴取と関連する可能性が高い認知機能である注意機能に着目し，雑音下での音声理解の発達
の背景にある認知機能についても検討を行うことも目的とした。 
(4)研究４ 雑音下での音声理解における困難と認知機能との関係 
 先行研究では，発達障害のある児童において雑音下での音声理解に困難が生じる場合が多い
とされている。そこで，本研究においては発達障害の疑いのある事例を対象に雑音下の音声聴取
課題を行うと同時に，研究 3にて実施した注意機能計測課題を併せて実施し，両者の関係性を明
らかにすることで，雑音下での音声理解の困難と，その背景にある認知的要因との関係について
検討した。さらに，成人を対象に近赤外線分光法（near infrared Spectroscopy:NIRS）を用い
て，雑音下聴取時の脳活動を計測し，認知神経科学的な視点からも検討を行った。 
 
 



 

 

４．研究成果 
(1) 雑音の種類及び音圧が聴取成績に及ぼす影響（研究１，研究２） 
 定型発達幼児 23名を対象に，ノイズ 2 条件（ホワイトノイズ：人工的に生成された時間的な
変動のないノイズ,クラスルームノイズ：子どもたちが自由に遊んでいる場面を録音したノイズ）
×SN 比（音声の音圧からノイズの音圧を引いた値。正の値であれば音声の音圧の方が強く，負
の値であればノイズの音圧の方が強いことを意味する）3条件（-6dB，0dB，6dB）の計 6条件を
設定し，雑音下単語聴取実験を実施した。その結果，ノイズの種類と SN比の間に有意な交互作
用が確認され，①ノイズの種類を問わず，SN 比の値が下がるほど（ノイズが音声よりも大きく
なるほど）成績が低くなること，②SN比-6dBと 0dBにおいてはホワイトノイズよりもクラスル
ームノイズの成績が有意に低いことが明らかとなった。 
  以上の結果より，雑音の種類に関しては従来用いられているようなホワイトノイズ，スピーチ
ノイズといった人工音よりも，「子どもたちが自由に遊んでいる音」 や「教室で 30人程度がそ
れぞれ自由に会話をしている音」等のクラスルームノイズを使用した条件において正答率が大
きく低下することが明らかとなり，日常生活に近づけた条件下で雑音下聴取を検討することの
重要性が確認された。さらに，雑音の種類のいかんを問わず，SN 比の低下に伴い雑音下聴取成
績が低下することが明らかとなった。今回設定した SN比は，いずれも実際の教育場面や保育場
面で日常的に観察される値であった。すなわち，それらの場面においては，活動の目的を考慮し
ながら，話者の音声のみではなく周囲の状況にも目を向け，良好な SN比を設定するといった音
環境の調整が必要になると考えられた。 
(2) 雑音下での音声理解と発達との関係（研究３） 
 定型発達幼児 47名を対象に雑音下数字聴取課題を実施した。対象幼児を，3・4 歳群，5歳群，
6 歳群に分けて聴取成績を比較した結果，3･4 歳群より
も 6 歳群，5 歳群よりも 6 歳群の正答数が有意に多かっ
た。このことから，雑音下の聴取成績は発達に伴って上
昇することが改めて確認された。一方で，本研究におい
ては雑音下数字聴取課題と同時に，注意機能計測課題で
ある ACPT-P を実施した。両課題における結果の関係性
について検討したところ，有意な負の相関が確認され，
聴取成績が低い者ほど反応時間が延長していた（Fig. 
1）。ACPT-Pにおける反応時間の延長は，注意制御の困難
さなどを意味している。したがって，聴覚的注意機能が
雑音下聴取成績に影響を及ぼす要因になると示唆された。 
(3) 雑音下での音声理解における困難と認知機能との関係（研究４） 
 研究３と同様の実験を発達障害の疑いのある事例に実施した結果，雑音下数字聴取課題の成
績が同年代の定型発達幼児の平均と同程度であった事例と，平均よりも有意に低下していた事
例に分けられた。後者においては，ACPT-P に関しても同年代の平均を有意に下回っていた。以
上の結果から，発達障害傾向のある幼児の中には雑音下聴取に困難さを抱える者がおり，その背
景要因のひとつとして，聴覚的注意機能が影響していると考えられた。 
 また，成人を対象として雑
音下聴取時の脳機能について
NIRS を用いて検討した結果，
特にクラスルームノイズを呈
示した条件下では，注意操作
に関わる背外側前頭前野に相
当する領域での賦活が確認さ
れ（Fig.2），雑音下聴取と注意
機能との関係が認知神経科学
的な視点からも確認された。 
 これまで，「聴覚的な困難さ」を検討する際には難聴児がその対象となることが一般的であっ
た。さらに，発達障害のある児童について検討する際には，その行動特性に焦点が当てられるこ
とが多く，聴覚的な困難さについてはあまり触れられてこなかった。本研究を実施したことで，
注意機能に困難さのある児童は雑音下聴取にも困難を抱えている可能性が考えられ，聴覚的な
視点からも，良好な SN比を設定する等の支援を提供する必要が考えられた。 
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Fig.1 雑音下聴取課題と ACPT-P との関係 

Fig.2 雑音下聴取時における前頭領域の脳血流動態 
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